


民
家
の
材
料
を
使
？
建
｝
た
と
の
事

室
内
の
絵
や
照
明
が
素
敵
で
し
た
。

お
料
理
の
彩
り
が
素
晴
ら
し
く
、
量

的
に
も
大
洲
足
で
し
た
。

乾杯の音頭をとる板垣哀



皆
に
見
せ
《
言
）
て
．
そ
れ
一
ず
れ
に
害
ん
亨
作
・
鍵
凝
ブ
レ
ス
・
シ
シ
；
段
．
数
々
の
心
尽
◆
定
例
会
祁
月
第
一
川
峨
Ｈ

川
写
色
々
な
才
能
を
お
持
声
の
ア
ー

出
会
い
感
心
す
る
ば
か
り
で
す
。

皆
さ
ん
と
お
会
い
す
る
叩
で
、
緋

が
生
ま
れ
、
こ
の
地
で
過
ご
せ
る
幸
せ

ご
一
緒
し
た
役
員
の
恥
．
誼
杢
々
出
〕
大
満
足
鳥
で
し
ょ
う
雪
こ
れ
か
ら
戦
一
続
き
ま
す
会
長
、
会
隆
一
｝
名
、

斉
藤
紀
代
ｒ
◆
総
会
二
’
四
年
庇
総
会

大庭照子さんの砿に感曇

◆
部
の
活
動

☆
旅
行
部
バ
ス
旅
行
（
年
二
同
）

☆
教
張
部
手
芸
・
識
演
会
等

☆
厚
生
部
ゴ
キ
ブ
リ
団
子
作
り

（
年
二
回
）

☆
ゴ
ル
フ
部
週
二
同
（
月
・
金
曜
日
）

日
吉
公
園

◆
自
治
会
活
動
へ
の
参
加

蛇
、
吉
神
社
餅
一
つ
き
大
会

（
十
二
月
第
。
一
日
曜
日
）

◆
サ
ロ
ン
な
か
よ
し
（
六
月
綱
当
）

「
食
の
健
康
誰
座
一

講
師
両
川
範
彦
（
管
理
栄
養
士
）

日
吉
公
剛
（
元
消
防
小
屋
前
）

☆
そ
の
他
、
治
会
新
年
会
・
組
長
総
会
．

消
費
若
推
進
委
員
・
保
健
浦
動
推
進
委

☆
防
犯
ノ
ト
ロ
ー
ル

（
毎
月
第
二
・
第
四
士
Ｍ
ｎ
）

☆
防
災
訓
練
（
炊
き
出
し
）



相
撲
人
生
最
後
伝
場
所
と
寿
貝
一
た
彼
腫

こ
の
年
の
秋
、
山
口
県
萩
で
、
フ
グ
中
毒

死
。
横
綱
に
な
る
器
と
言
わ
れ
た
が
、
弱

残わ家費響ま伝川．てかき右武りと
一つつ少のや武した統能はら筋部腕蔵な軍沖
方てて年大す蔵て、的に。ぴ・屋骨Illぜにツ
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横
浜
・
日
吉
歴
史
散
歩
（
十
）

：
…
ふ
蕊
峨
鮭
↑
・
』
ご
一
ラ
虜
《
託
よ
ぞ
”
鷺
延
・
…
…

第
五
地
区
腿

伊
藤
鈴
太
郎

玉
錦
一
第
三
十
二
代
種
綱
手
。
優
勝
九
回
、

双
葉
山
登
場
ま
で
の
角
界
実
力
第
一
人
者
。

大
関
武
蔵
山
と
の
対
戦
で
、
武
蔵
が
こ
れ

冠
一
二
歳
の
死
や
α
〆
皇
Ｉ
一
言

兄
ず
な
性
格
で
所
楓
部
鹿
が
茄
藤
と
聞
き

な
れ
な
い
部
屋
で
、
出
羽
海
部
屋
の
武
蔵

川
に
対
し
て
敵
対
心
を
書
き
立
て
た
に
速

い
な
い
。
も
し
生
き
て
い
れ
ば
双
柴
山
の

い
靭
震
災
師
閲

谷
越
え
、
相
撲
取
り

L－も 乗便 一
塁
・
琶
一
一
歩
い
弓
た
・
・
乞
碇
↑
だ

ん
か
と
思
っ

一

唾
い
轡
自
然

に
寄
れ
な
い
（
チ
ャ

か
つ
た
じ
蝉
く
三
段

よ
」

た
」

と
足
も

一
一
・
壬
生
ロ
》
Ｆ
］

。
私
も

烏
か
ら

十
二
歳
の
時
、

家
業
を
手
伝
い

こ
ん
な
経
歴
に
も
拘
ら
ず
、
彼
の
写
真
上
は
金
蔵
寺
（
日
吉
本
町
）

か
ら
は
暗
さ
や
嫌
味
な
印
象
は
窺
え
な
い
。
下
は
双
葉
山
生
家
（
大
分
県
宇
佐
）

生
を
得
る
石
炭
運
搬
船
輸
送
叢
扇
船
計
○
講
議
戯
勇
士
漂
迫

も
破
船
。
十
四
歳
に
な
る
と
親
子
で
沖
仲
‐
Ⅲ
Ｑ
蝿
》
癖
蝉
蝉
蝿
鑑
蝿
掲
示
資
料

』
｛
■
■
一
》
》
一
唖
四
一
一
ｒ
■
一
一
・
一
昨
』
一
宗
型
》
哩
一
蹄
畦
唖
唖
一
醒
一
華
唖
唱
醇
生
唾
融
距
蛭
孟
牽
醒
ユ
狂
年
申
》
師
一
睡
一
■
牢
〆
〃
一
手
》
〕
』
一
《
主
■
一
坐
和
田
》
堅
守
壬
一
一
哩
唾
一
▲
一
一
■
画
■
坐
竺
哩
哩
〃
一
一
岬
一
■
■
画
圭
一
■
一
幅
唖
唖
畔
■
》
一
Ⅱ
塞
一
阜
咋
訴
釦
峠
宇
一
一
■
一
一
一
ル
ー
》
》
■
ユ
子
年
産
』
■
』
画
一
》
や
一
■
一
色
》
岬
醒
一
一
■
一
牢
一
画

で
容
赦
な
く
一
気
の
寄
り
切
り
「
融
通
の
れ
尊
敬
さ
れ
た
力
士
だ
っ
た
。

利
か
な
い
頑
固
な
奴
だ
」
と
一
荷
わ
れ
た
。
そ
し
て
二
枚
腰
の
強
靭
な
堆
礎
体
力
は

男
女
の
川
、
第
三
卜
川
代
械
綱
、
し
こ
ま
さ
に
こ
の
少
年
期
に
縫
わ
れ
た
に
州
連

名
で
判
る
通
り
、
現
在
の
茨
城
県
つ
く
ば
な
い
。
十
一
年
森
場
所
、
前
頭
一
：
枚
Ｈ
七

巾
出
身
。
双
葉
山
に
全
く
歯
が
立
た
な
Ｒ
か
ら
六
九
迎
勝
の
ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ

か
・
た
繊
繍
繍
嬢
嬢
蕊
後
燃
数
蒜
媛
人
一
峰
騨
諦
灘
灘
対
職
墜
一

生
を
歩
ん
だ
。

に
は
横
綱
の
大

し
そ
び
れ
た
よ

藁
葺
き
の

で
は
な
い
。

窪
馳
惣
年
櫛
離
葎
総
縛
め
ら
れ
る
と
こ
う
答
え
て
ぃ

（
洋
雪
寵
認
識
背
麹
燦
の
鱈



五
月
十
二
Ⅲ
．
平
成
二
十
川
・
年
皮
糾

便
総
会
が
Ｈ
吉
町
公
会
堂
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
前
日
の
雨
が
嘘
の
よ
う
に
哨
れ
渡
り
、

組
長
さ
ん
の
出
足
も
良
く
、
附
会
前
に
満

脈
と
な
り
近
年
岐
多
の
出
席
者
と
な
り
ま

し
た
。

定
刻
、
枇
山
総
務
部
長
を
縦
僅
に
選
び

開
会
、
会
長
挨
拶
に
続
い
て
第
一
号
議
案

（
平
成
二
十
四
年
度
事
業
並
び
に
決
算
報

告
）
節
二
号
縦
案
（
会
計
隙
査
報
告
）
第

三
号
議
案
（
平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画

並
び
に
予
算
案
）
が
群
議
さ
れ
、
全
員
異

議
な
く
全
議
案
を
議
決
、
懇
親
会
に
移
り

ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会

計
の
合
算
収
支
概
況
は
次
の
通
り
で
す
が

詳
細
は
六
月
川
覧
「
平
成
二
十
四
年
度
Ｈ

吉
町
自
治
会
組
長
総
会
決
縦
邪
項
の
報

告
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

尚
、
準
術
金
は
建
物
維
持
管
理
、
防
災

対
策
費
用
と
し
て
引
当
て
て
あ
り
ま
す
。

収
入
の
部

会
費
六
二
五
万
円

補
助
金
四
七
四
万
円

家
賃
・
建
物
使
用
料
一
六
二
万
円

広
報
配
布
料
七
二
万
円

そ
の
他
二
七
万
円

組
長
総
会
開
催

F －T ーT

●
琴
〉
二
一
舎
誰
山
一
吻
却
隷

迎
営
我

事
業
識

建
物
管
理
饗

小
学
校
新
一
ノ
学
記
念
植
樹
式
力
四
月

十
四
日
日
吉
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

風
が
強
い
日
で
、
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま

し
た
が
幸
い
植
樹
の
場
所
は
北
斜
面
で
風

は
南
風
で
あ
っ
た
た
め
、
良
好
な
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
第
三
回
目
と
な
り
ま
す
が
、
参
加
者
は

若
軍
子
供
会
関
係
三
七
名
、
矢
ｋ
子
供
会

植
樹
式
が
行
絢
れ
ま
し
た

図訴
型

一
一
一
■
壷
牢
一
■
や
即
一
一
百
■
■
グ
ー
■
唖
申
郵
■
■

七
四
四
万
円

二
四
六
万
円

一
一
○
○
万
円

八
八
四
万
円組長総会風景

一
癖
樫
帳
一
峠
粋
巽
一
一
一
早
誇
五
一
］
・
垂
征
服
函
砕
一
一
口
諏
誰
津
畢
一
蹄
一
年
一
一
二
坪
鍔
一
唇
一
理
酔
霊
《
耶
今
一
缶
Ｆ
一

含
め
九
○
名
に
達
し
、
植
樹
後
は
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
を
敷
い
て
食
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

苗
木
の
手
配
、
植
樹
す
る
土
地
の
穴
捌

り
、
当
日
の
食
事
の
手
配
等
々
、
事
前
準

備
に
あ
た
る
自
治
会
役
員
の
苦
労
は
大
変

で
す
が
、
い
つ
の
日
か
大
き
く
な
っ
た
子

供
た
ち
が
、
樋
樹
し
た
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
、
ハ

ナ
モ
モ
の
下
に
集
い
、
お
亙
い
の
成
長
を

確
認
し
合
う
Ｈ
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
努

力
し
て
い
ま
す
。

☆
霞
》
狸
》
こ
み
の
今
軸
哩
か
詞
叫
誰
て
い
る
様

な
の
で
、
住
民
の
関
心
を
高
め
よ
う
と

資
源
循
環
局
に
依
頼
し
て
、
投
稿
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
一
編
篤
綴
記
一

編
集
後
記

植樹式に参加した子供達

一
に
『
』
一
夕
二
一
Ｆ
一
眼
一
Ｆ
》
一
癖
一
壷
》
《
》
一
》
且
■
一
睡
申
一
》
一
■
雲
一
一
一
■
↓
一
一
■
■
一
』
ヴ
グ
ー
ニ
ニ
マ
《
主
二
一
〉
《
牽
ｍ
Ｆ
－
型
型
唖
ユ
一
一

プ
ラ
ン
」
を
策
定
実
施
中
で
す
。

平
成
三
十
七
年
ま
で
の
長
期
計
画
で
す

が
、
今
年
は
、
中
期
四
ヶ
年
計
画
の
最
終

年
度
に
な
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
ゴ
ミ
排
出
鑓
を
平
成

二
十
一
年
度
比
三
％
（
四
万
ト
ン
）
削
減

す
る
計
画
で
す
が
、
思
う
様
に
は
い
っ
て

い
な
い
よ
う
で
す
。

ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
雑
の
一
人
住

ま
い
の
方
々
の
分
別
が
悪
い
と
聞
き
ま
す

が
、
全
般
的
に
ゴ
ミ
に
対
す
る
認
識
が
低

下
し
て
い
る
結
果
か
と
思
い
ま
す
。
な
か

な
か
改
善
は
雌
し
い
問
題
で
す
が
、
放
置

し
て
よ
い
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

結
局
一
人
一
人
が
日
常
唯
活
の
中
で
ゴ

ミ
の
発
生
を
少
な
く
す
る
よ
う
努
力
す
る

邪
の
積
み
重
ね
か
な
と
思
い
ま
す
。

★
日
吉
町
婦
人
会
四
十
周
年

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

近
年
、
女
性
の
台
頭
が
目
立
ち
ま
す
が
、

わ
が
日
吉
町
で
も
矢
上
婦
人
会
を
含
め
、

婦
人
会
の
動
き
は
活
発
で
、
行
事
に
も
積

極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
大
変
感
謝
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

つ
い
最
近
ま
で
Ｈ
吉
町
自
沿
会
も
、
男

性
の
み
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
隔

世
の
感
で
す
。
今
後
と
も
、
男
女
そ
れ
ぞ

れ
特
性
を
生
か
し
て
地
域
に
貢
献
し
て
頂

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。


